


 

 

秋田自動車道｢北上ＪＣＴ～大曲ＩＣ｣間における 

4車線化の早期実現について  
 

 当地域の安全安心な生活と経済活動の基盤である秋田自動車道への
期待、重要物流道路としての重要性は日を追うごとに高くなっておりま
す。沿線地域におけるより一層の経済発展と、交通の確保による生活の
安全・安心のために、一刻も早い全線４車線化を望みます。 
 

１ 秋田自動車道の果たしてきた役割と現況 

 秋田自動車道は、平成３年７月の横手ＩＣ～秋田南ＩＣ間の開通以降、
秋田県の産業、経済の活性化や文化の振興を図る上での基礎的な社会 
基盤として、かつ秋田県と岩手県、太平洋側を高速で結ぶ重要路線とし
て利用されており、圏域住民にとっては年間を通して安全・安心な生活
を送るために欠かせない路線となっております。 
また、東北縦貫自動車道とも直結し、平成２３年に発生した東日本 

大震災時は、太平洋側被災地支援のための秋田港を介した緊急支援  
ルートとして機能するなど非常に大きな役割を果たし、大変重要な路線
として再認識されました。 
更に、主要な幹線道路である国道１０７号においては平成２７年３月

２９日には土砂崩落が発生、令和３年５月１日には宮城県沖を震源とす
る地震の影響と思われる地滑りが発生し、いずれも西和賀町錦秋湖岸に
おいて全面通行止めとなっております。長期通行止めにあたり、当該区
間の秋田自動車道は唯一の代替路線として無料で利用されています。 
秋田自動車道はこのように重要な役割を果たしているにもかかわら

ず、特に北上ＪＣＴ～大曲ＩＣ間 約７２km のほとんどが暫定２車線
の片側 1 車線による対面通行という現状であり、冬季積雪期間に   
おける安全性や時間信頼性の確保、ネットワークの代替性確保、更には
秋田、岩手両県の産業振興や企業誘致、観光振興の観点も含めて、経済
活動に大きな課題が顕在化している状況にあります。 
 

２ これまでの整備経過 

平成３１年３月９日、東北横断自動車道釜石秋田線が３０年余りの 
歳月を経て全線開通し、重要港湾である日本海側の秋田港と太平洋側の
釜石港が高速道路ネットワークで繋がるという大きな節目を迎えました。 
また、同年３月に秋田自動車道 湯田ＩＣ～横手ＩＣ間の約７.７km
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が事業化されたことを皮切りに、「高速道路における安全・安心基本計
画」に基づき、これまで北上ＪＣＴ～大曲ＩＣ間の暫定２車線区間約 
４２km のうち、２７.９km が事業化されました。残す暫定２車線区間
は１４.１kmとなっております。秋田自動車道の４車線化整備が大きく
前進いたしましたことに改めて感謝申し上げます。 
 

３ ４車線化整備により見込まれる地域への効果と期待 

現在、秋田自動車道沿線地域には新たな企業立地や工場の増設が続い
ております。とりわけ横手市においては自動車関連企業の工場の立地が
集中しており、企業間の連携した取り組みも生まれております。また、
令和元年8月に開通した横手北スマートＩＣの効果もあり、既存企業に
おける物流環境も大きく改善しております。  
当地域としては企業立地による直接的な効果はもちろん、既存企業や

地域におけるストック効果にも大きな期待を寄せており、効果を最大化
させるための様々な取り組みも推進しております。 
新型コロナウイルスによりその脆弱性が明らかとなった一極集中の

是正と、地方創生、地域活性化のためには4車線化整備による社会基盤
強化が急務であり、最重要課題であります。 
 

４ 要望 

つきましては、地域経済活動の一層の発展と拡大、そして安全で安心
な地域生活の実現のため、「高速道路における安全・安心基本計画」に
掲げる優先整備区間である秋田自動車道「北上ＪＣＴ～大曲ＩＣ」間の
「時間信頼性確保」「事故防止」「ネットワークの代替性確保」実現のた
め、以下を強く要望いたします。 

 
(１) 現在事業中の「湯田ＩＣ～横手ＩＣ」間、「北上西ＩＣ～湯田ＩＣ」

間における４車線化等工事の早期完成 
 
(２) 「北上ＪＣＴ～大曲ＩＣ」における約４２km の対面通行区間の 

うち４車線化整備未事業化区間 約１４kmの早期事業化 

 
(３) 有料高速道路の良好なインフラを持続的に利用するため、料金徴

収期間の延長による、更新事業等の追加や暫定２車線の４車線化な
どの機能強化に必要な財源の安定的な確保 
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